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平成 23年 4月 8日（金）晴れ

災害支援を通じてさらに深い絆を

 市長日記Ⅱ

　

毎
日
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
報
道
さ
れ
る

東
日
本
大
震
災
。
そ
の
状
況
と
被
災
地
の
み
な

さ
ん
の
悲
し
み
や
つ
ら
さ
は
、
と
て
も
言
葉
で

言
い
表
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

本
市
は
、
震
度
6
弱
の
被
害
を
受
け
た
郡
山

市
と
平
成
17
年
に
姉
妹
都
市
提
携
を
結
び
、
21

年
に
は
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締
結
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
旧
鳥
取
藩
士
族
2
7
0
人

余
り
が
、
明
治
13
年
か
ら
20
年
に
か
け
て
安
積

開
拓
の
た
め
郡
山
市
に
移
住
し
、
苦
労
の
末
、

開
拓
を
成
し
遂
げ
た
こ
と
か
ら
、
交
流
が
続
い

て
い
る
も
の
で
す
。
一
昨
年
か
ら
は
、
郡
山
市

と
本
市
の
小
学
生
が
お
互
い
の
市
を
訪
問
し
、

合
唱
や
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
傘
踊
り
な
ど
を
通
じ
て

交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
年
2
月
に

は
、
賀
露
婦
人
会
の
か
た
と
私
が
郡
山
市
を
訪

問
し
、「
新
酒
ま
つ
り
」
で
カ
ニ
汁
の
無
料
配

付
な
ど
を
行
い
、
本
市
の
P
R
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
郡
山
市
へ
の
義
援
金
を
市
民
の
み
な
さ

ん
へ
募
っ
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
善
意
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
鳥
取
市
議
会
の
中

西
議
長
と
と
も
に
郡
山
市
を
訪
問
し
、
市
や
市

議
会
か
ら
の
見
舞
金
、
市
民
の
み
な
さ
ん
や
宇

倍
神
社
か
ら
の
義
援
金
と
併
せ
て
、
原
市
長
や

郡
山
市
議
会
・
熊
谷
議
長
へ
お
渡
し
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
郡
山
市
は
鯉
の
養
殖
が
全
国
一
盛
ん

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
渡
辺
美
術
館
か
ら
本
市
へ

場　所：郡山市災害対策本部（開成山野球場内）

ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
、
本
市
出
身
の
画
家
、
萩

原
稲
栄
氏
作
の
鯉
の
日
本
画
を
贈
呈
。こ
れ
は
、

郡
山
市
の
一
日
も
早
い
復
興
と
、
市
民
の
み
な

さ
ん
に
元
気
を
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

想
い
か
ら
贈
っ
た
も
の
で
す
。

　

本
市
は
、
地
震
発
生
の
翌
々
日
の
13
日
に
、

い
ち
早
く
職
員
3
人
の
先
遣
隊
と
給
水
支
援

隊
が
郡
山
市
へ
向
か
っ
て
出
発
し
、
そ
の
後

も
、
保
健
師
や
建
物
の
危
険
度
を
判
定
す
る

技
師
な
ど
が
支
援
活
動
を
行
い
ま
し
た
。　

　

郡
山
市
は
内
陸
部
に
位
置
し
て
い
る
た
め
、

津
波
の
被
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
市
役
所
本

庁
舎
屋
上
部
分
が
倒
壊
し
、
立
ち
入
り
禁
止
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
野
球
場
事
務
所
に
災
害
対

策
本
部
を
設
置
。
福
島
原
子
力
発
電
所
か
ら
20

㌔
圏
内
の
富
岡
町
や
川
内
村
な
ど
か
ら
約
4
千

人
の
住
民
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
原
市
長
は

「
復
興
の
順
序
は
、
上
水
道
、
下
水
道
、
道
路
、

そ
し
て
建
物
。
ま
た
、
災
害
時
に
も
水
道
水
を

供
給
す
る
た
め
に
は
、
水
道
施
設
を
1
カ
所
に

集
中
さ
せ
な
い
こ
と

が
重
要
」
と
力
説
。

　

様
々
な
困
難
を
乗

り
越
え
、
着
実
に
復
興

し
つ
つ
あ
る
郡
山
市
。

お
互
い
の
さ
ら
な
る
絆

を
確
信
し
合
っ
て
固
い

握
手
を
交
わ
し
、
郡
山

市
を
後
に
し
ま
し
た
。

姉
妹
都
市
・
郡
山
市
と
の
交
流

はら　 まさお

義
援
金
と
鯉
の
日
本
画
を
贈
呈

復
興
を
願
い
固
い
握
手
を
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※住民登録人口と外国人登録人口を合計した
ものです。

お持ち帰り用の市報を、地区公民館などに
設置しております。どうぞご利用ください。

鳥取市の人口

　男　：  94,530人［-506］

　女　：101,714人［-365］

合　計：196,244人［-871］

世帯数： 77,061　［-225］
　  平成23年4月1日現在［　］内は前月比
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各総合支所　

国府  0857ー39ー0555

福部  0857ー75ー2811

河原  0858ー76ー3111

用瀬  0858ー87ー2111

佐治  0858ー88ー0211

気高  0857ー82ー0011

鹿野  0857ー84ー2011

青谷  0857ー85ー0011鳥取市ホームページアドレス　
http://www.city.tottori.lg.jp/
音声読み上げなどの支援機能があります

ホームページ抜粋版
（携帯電話対応アドレス）
http://www.city.tottori.lg.jp/mobile/

編集・発行
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の
花
が
満
開
を
迎
え
た
４
月

14
日
（
木
）、
市
営
片
原
駐
車
場

が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
竣
工
式
典
で
は
、
近
く
の

む
つ
み
保
育
園
園
児
が
、
童
謡
・

唱
歌
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
を
マ
ー

チ
ン
グ
演
奏
し
、
晴
れ
や
か
に
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
り
ま
し
た
。

原
駐
車
場
が
位
置
す
る
鳥
取

城
跡
周
辺
地
域
は
、
本
市
の
中
心

市
街
地
の
特
徴
で
あ
る
二
核
二
軸

の
都
市
構
想
に
お
い
て
、
鳥
取
駅

周
辺
地
域
と
と
も
に
一
つ
の
核
を

担
う
地
域
で
す
が
、
時
間
貸
し
駐

車
場
が
ほ
と
ん
ど
整
備
さ
れ
て

お
ら
ず
、
交
流
人
口
の
増

加
に
お
い
て
大
き
な
制
約

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
交
流
人
口

を
増
や
し
、
中
心
市
街
地

の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た

め
、
新
し
い
機
能
を
加
え

て
新
築
オ
ー
プ
ン
し
た
も

の
で
す
。

内
に
は
、
地
元
商
店

街
な
ど
の
情
報
や
鳥
取
城

跡
周
辺
の
観
光
情
報
な
ど

を
発
信
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

↑↓

片
原
通
り

智頭街道

市役所
本庁舎

わらべ館

福祉文
化会館

出
入
口

若桜街道

裁判所

県庁

五臓圓ビル

商工会議所
ィ
ー
ホ
ー
ル
、
利
用
者
に
や
さ

し
い
エ
レ
ベ
ー
タ
、
多
機
能
便

所
（
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
）
を
設

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
事
業
（
１
日
５
０
０
円
〜

１
０
０
０
円
）
へ
も
展
開
し
、
環

境
に
配
慮
し
た
Ｃ
Ｏ
 2
の
削
減
、

自
転
車
の
普
及
に
よ
る
健
康
増
進

な
ど
も
図
っ
て
い
き
ま
す
。

問 

片
原
駐
車
場
管
理
室 

 

０
８
５
７-

50-

０
３
０
０

中
心
市
街
地
の
さ
ら
な
る
活
性
化
に
向
け
て

桜片
屋

駐車場利用料金

区　分 金　額

30分未満 無　料

30分～ 1時間 30分未満 100円

1時間30分～2時間30分未満 200円

2時間30分～3時間30分未満 300円

3時間30分～4時間30分未満 400円

4時間 30分～ 24時間未満 500円

※以降２４時間ごとの繰り返しとなります。
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